
仙台第二高等学校 
 

 

テーマ  世界をリードする人物の育成  
気候変動対策や国際協調の大切さを実感するような社会で必要となる、世界市民としての自覚や持続可能な社

会への主体意識を育んでいます。その一環としてＳＤＧｓに関連した課題研究や新書研究、外部の先生をお招きし

た講演会などを行っています。 

 

志教育の取り組み   総合的な探究の時間「新書研究・課題研究」 
 

・本校では、「総合的な探究の時間」の一環として新書研究と、新書研究を踏まえた課題研究を行っています。 

・主に夏休みに取り組む新書研究では、自分の興味・関心がある分野について普段の読書とは違った視点で新書を読み、

内容の要約だけでなく、それに並行して自分の考えをサーベイシートと呼ばれるレポートにまとめます。 

・冬休みには、新書研究を踏まえてさらに調べてみたいと思ったことについて論文や各種データを用いて調査する課題研究

に取り組みます。今年度はＳＤＧｓの目標毎にグループを作り発表を行いました。 

・新たな物事の見方を身に着け教養を深められる有意義な取り組みとなっており、自分の興味のある分野についてより詳し

く学ぶことで、将来の学問分野などについて考えを深める機会の一つです。 

 

 

例１  地域おこしで行われている取り組みについて 

【動機】 

以前から日本の地方で起きている過疎化について強い危機感を持っている。また、地方についてもいえることで 

あるが、本来は大きな魅力を持つものが十分に認知されていないことについて悔しく思っていた。 

 

 

【文献(みんなでつくる暮らし日本一の鳥取県)より】 

 具体的な取り組みとして・障がい者就労施設を商店街の中心に移転する 

            ・ユニバーサルタクシーを導入する 

            ・伝統文化を発信する施設を作る         などが述べられていた。 

 

 

【まとめ】 

・プロジェクトはどれも地域の特性を踏まえたものばかりで日本財団が支援するポイントも的確であった。 

・一方で、特定の人物の貢献によるところが大きくその人に負担が偏っているのではないかという懸念も感じた。 

・地域の取り組みなどを持続させていくためには全員で役割を分担しながら善意に頼り切ってしまうことを防ぐ

必要があると考えた。 



サンプルテキスト
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(1)新書研究 
選んだ本:「人新世の『資本論』」

例2

気候変動や経済格差等の原因はすべて資本主義に繋がっている。従って
資本主義によって築かれた、経済成長のみを追い求める社会から脱成長
型コミュニズムへのシフトが必要。 

(2)課題研究 
テーマ:日本における気候変動対策

フランスやイギリス、北欧のSDGs的な取り組みなどについて調べた。そ
こで、市民主体の気候変動対策活動や共同体運営は人々に主体意識を抱か
せることができると感じた。 

(3)まとめ
日本でも気候市民会議などを開くことで、より市民に自分ごととして
環境問題を捉えてもらえるようにしたい。 

〈感想〉 

・新書研究に内容から発展した分野にも視野を広げて問題点と解決策を 
　　　　　見つけたいと思った。 
　・普段しないことで難しかったが、だからこそ多くの発見があり今後の生活に生かし
ていきたいと思った。
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